
その他の接客娯楽業－その他における起因物なしを起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

3 16~17
業務中にメダルの入ったジョッキ（およそ5㎏）を数回にわたり補充を行う作業を

行っている際に、腰に強い痛みがはしり、急性腰痛症を負った。
25

100

～

299

4
13～

14

当社内メダルコーナーにいたところ、メダル切れのお客様がいたのでカウンターま

で取りに走って向かっていたとき、カウンターからメダルを持って走って来たス

タッフと衝突し、前から転倒して左肘と右膝を強打し、吐き気を伴う貧血状態と

なった。

48

10

～

29

4
13～

14

メダルコーナーにいたお客様の呼び出しがあったため、カウンターよりメダルを

もってメダルコーナーへ走って向かっていたところ、メダルコーナーから走ってき

たフロアー主任と衝突してしりもちをつき、臀部を強打し、右手にメダルジョッキ

を持っていたため左手で受身をとり、左手親指（掌側）を強打した。

29

10

～

29

5
16～

17

練習場内倉庫においてボール運搬中、台車より滑ってボールカゴを落しそうにな

り、手で支えた時に痛みがあり時間が経つごとに痛みが増した。
59

1～

9

5
18～

19

店ホール内の1円パチンココーナーにて、お客様の玉箱（1箱約1900玉、重量10㎏

超）を5箱台車にのせコーナー島端にある玉計数機に連続して玉箱を持ち上げ玉を

流す作業をしていた。 腰を曲げた姿勢から足元の玉箱を素早く持ち上げた瞬間、

腰に激痛が走り、自分では立っていられない状況となった。

23

50

～

99

6 7～8
駐車場にてのぼりを設置する際に、のぼりを1本手に持ちながらガードレールを跨

ぎ、草むらを2､3歩歩いたところで足首を捻ったものである。
35

10

～

29



6
11～

12

回収したラフトボードをバン（車両）のキャリアに載せようと2人で持ち上げよう

とした際、相手方が誤ってボードを落としてしまった為、60㎏あるラフトボード

の重みが被災者にかかり、腰を痛めたものである。

43

10

～

29

6
15～

16

店内にて、お客様のドル箱を交換しようと持ち上げた際に、腰に負荷がかかり肉離

れ（ギックリ腰）を起こした。
33

30

～

49

7 19~20
プール内において監視台を前向きに下りようと一段下りた時ポキッと音がして右膝

が痛くなった。
70

10

～

29

7 20~21
店舗でフロント業務（長時間の立ち仕事）を行っていたところ、腰部に激痛を感

じ、業務継続が難しい状態になった。
40

30

～

49

7
9～

10

店舗にて朝の開店準備中、高さ約95㎝のベッドの上から荷物置き用の棚を下ろす

作業中、先に一度床にしゃがんでスリッパを置いてから、立ち上がってすぐに棚を

床に下ろした際、身体を正面から右下に向けて捻る形になり、急激に痛みがはしっ

た。 しばらくの間、立位座位ともに痛みが激しく、歩行も極めて苦痛となる状況

となった。

37
1～

9

7
16～

17

食材購入のため、裏口から階段を下りて出ようとしたとき、階段を降りる際に一番

下のゴムマット端に右足を引っ掛けて、右足を捻り、足の甲（小指と踝の間の骨）

を骨折した。

66

50

～

99

10 0～1
職場の駐車場にて閉店作業中、不注意で車止めブロックを踏み外し右膝捻挫及び骨

折した。
31

1～

9

11
22～

23

男性2名女性2名のお客様グループ内の内輪の揉め事を契機に、グループ内の男性1

名が暴言を吐き暴れ出したため、大声を聞いたエリアマネージャーが現場へ駆け付

け男性を落ち着かせようと話をしたが制止できず、フロントにいたアルバイト（被

災者）へその男性がフロントの外から声を掛けてきたため、受け答えできない事を

伝えるとフロント内に男性が侵入し、右こぶしで被災者の頭の左側を叩き負傷し

た。

23

50

～

99



11
20～

21

ホール巡回中、右足首を捻って負傷したものである。 身長175㎝／体重110～120

㎏
21

50

～

99

12 17~18 浴室で倒れて救急車対応になったお客様を運び出す際、右足をひねった。 67

50

～

99

12 9~10
朝、観光施設に出勤し、事務所内で仕事の準備をしているとき、体の異常（ろれつ

が回らなくなる）を感じ、家族と支配人に連絡し、救急搬送となった。
67

50

～

99

12 14~15

お客様のドル箱（約7㎏）を持ち上げて下ろす際に、怪我（前月発生）が治ったば

かりの右足に体重をかけて、足首を捻り負傷した。 被災者は、身長175㎝・体重

110～120㎏で、小学生のときに右足首を捻挫している。

22

50

～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

	ローカルディスク
	file:////jishalan13/080技術部/国際セ/情報提供/安全衛生統計/2021英文/日本語/2017死傷事例/小業種起因物/pdf/2017jnfi140309cs921.html


